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凸と凹の花器, 2008.6
パターンのバリエーション
Product design research of 3R+L
Optimization of quantity, a form, 







































Concept  chart Construction
Reduce
Recycle
Long life
Reuse
3つに分かれたパーツはそれぞれに交換可能となっている。
取り外せることにより洗浄、修理、新デザイン対応が可能。
3Rの考え方+ロングライフ（最も基本であるべき要素）
Outer shell に穿たれた開口は省材料化に貢献でき、
グラフィックスとしてもインパクトを持っている。
